








要約:乳幼児健診の今後のあり方について、行政担当者、保健所、市町村、健診担当者(小

児科医、心理相談等)のそれぞれの立場から検討を加えた。将来母子保健サービス事業を市

町村に委譲することに備えては、保健婦数をはじめ市町村の事業推進能力を高めておくこ

と、保健所との役割分担を明確にしておくこと、特に保健所が二次健診や専門的相談ので

きる能力を持つべきこと、乳幼児健診実施上のマニュアルを地域の実状に合わせ、かつ全

国的に同じレベルに確保するために作成し、利用すること、集団健診の場合でも委託健診

の場合でも小児科医が担当するよう努力すること。最近の育児環境の変化や母親の二ーズ

にあうよう予診、・アンケート、相談の方式を改善する工夫を重ねるべきこと、などが提言

された。 


